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 Ⅰ. 市民参加の取組の概要 
 

１．市民参加の取組の概要 

 

◆実施の目的 

札幌市では、行政評価における外部評価の取組として、「市民参加の取組」と市外部の有識者

による「札幌市行政評価委員会」を実施しています。 

外部評価は、市役所内部の評価による客観性や透明性を確保するための取組で、この「市民

参加の取組」は、市民の皆さまに札幌市の取組への理解を深めていただくとともに、行政評価

へ直接参加する市民自治の実践の場とすることを目的としています。 

 

◆取組の進め方  

今年度の「市民参加の取組」は、市民生活への密着度が高い事業など、特に市民目線・市民

感覚を踏まえる必要性が高いテーマについて、施策目的の実現のために、市の取組はどうある

べきかという観点からワークショップ（※）を行っていただき、市民の方のご意見・ご提言を

伺うこととしました。 

 

◆成果の活用 

評価結果は、今後の事業の改善見直しに向けた検討材料の一つとしています。その結果、改

善の方向性が明確になったものは、順次、予算編成へ反映させています。また、課題のあるも

のについては、中長期的な視点で引き続き見直しに向けた検討を行っています。 

 

 

 

 

※ワークショップ：いろいろな立場、考えの人が集まり、お互いの意見を理解しあいながら、課題や方向性を見出す

「参加型の会議」のこと。 

 

 
市役所内部の評価に客観性や透明性
を確保することを⽬的に実施 

□⾏政評価委員会 

学識経験者、専⾨家等の視点から評価
を実施 

□市⺠参加の取組 

 (市⺠参加ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ） 

市政への市⺠参加の機会として実施 

外部評価
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２．ワークショップにおける議論のテーマと選定理由 

 

 ワークショップにおける議論のテーマは、前述のとおり市民目線、市民感覚をふまえる必要

性が高いものとし、次の二つを選定しました。その選定理由は次のとおりです。 

 

（１）市民がスポーツや健康づくりに親しむ身近な環境づくり  

 ◆選定理由 

 超高齢社会を迎え、市民が希望や生きがいを持ってすこやかに生活できる社会の実現を目指す

ためには、健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間である「健康寿命」を

延伸させることが重要です。札幌市健康づくり基本計画「健康さっぽろ 21（第二次）」では、一

人ひとりの状態に合わせた適切な運動に取り組む人を増やす（運動習慣のある人の割合の目標

値：男性・女性とも 38％）、日常生活における歩数を増やす（15 歳以上の人の１日あたりの歩数

の目標値：男性 9,000 歩、女性 8,000 歩）、等の取組を行うこととしています。 

 さらに、「札幌市スポーツ推進計画」の中では、スポーツ実施率（成人が週１回以上運動する

割合）の目標を平成 34 年度で 65％とし、年齢や性別、障がいの有無を問わず、市民誰もがスポ

ーツに親しめる環境を整え、スポーツを通して市民が、地域が、さっぽろが元気になる「スポー

ツ元気都市さっぽろ」を目指すこととしています。 

 市民の皆さんがもっと気軽にスポーツに取り組むことをつうじて健康づくりを進めるために、

札幌市の施策の課題や、力を入れて取り組む方向性を市民目線で考えていただくため、ワークシ

ョップにおける論点を「市民がスポーツや健康づくりに親しむ身近な環境づくり」としました。 

 

（２）市民がウインタースポーツにもっと親しむ環境づくり 

 ◆選定理由 

 札幌市の特色あるスポーツ文化を積極的に推進するため、「札幌市スポーツ推進計画」では、

「四季を通して、誰もが気軽にスポーツにふれられる環境をつくる」という方針のもと、市民が

ウインタースポーツを楽しむ環境づくりを目指し、平成 34 年度におけるウインタースポーツの

実施率の目標値を 25%としています。 

 ウインタースポーツ実施率が低迷（平成 26 年度は 12.6%）している中、市民の皆さんが子ど

もの頃からウインタースポーツに親しみ、生涯スポーツとして気軽に楽しむために、札幌市の施

策の課題や、力を入れて取り組む方向性を市民目線で考えていただくため、ワークショップにお

ける論点を「市民がウインタースポーツにもっと親しむ環境づくり」としました。 
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３．参加者について 

 

（１）参加者の選定方法 

 ワークショップの参加者の選定にあたっては、ドイツで考案された市民討議の手法で、政策

判断に有効とされる「プランニング・セル※」を参考にし、無作為抽出の市民に参加者募集のご

案内を送付した上で、参加を受諾した方の中から、以下のとおり選定しました。 

  ・参加者募集の案内送付：無作為抽出の 20 歳以上の市民 3,000 名 

  ・参加定員      ：48 名 

  ・参加受諾者     ：48 名 

  ・参加者         ：41 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）各回の参加人数 

また、参加者には二つのうち希望するテーマを選んでいただき、グループに分かれてワーク

ショップを行いました。各回の参加人数等は以下のとおりです。 

テーマ 第１回 第２回 第３回 グループ数 1 グループの人数

スポーツと健康づくり 29 名 26 名 24 名 ４ 最大８名 

ウインタースポーツ 11 名 ９名 ８名 ２ 最大６名 

計 40 名 35 名 32 名 ６ － 

 

※プランニング・セル：無作為抽出の市民に謝礼を支払って参加していただき、少人数で議論を行う手法で、無作

為抽出により選ばれた参加者は、性別、年齢、居住地などの面から市民の縮図となるため、

少人数であっても、市民意見を代表する公平な議論が行なわれることが期待される。 

●参加者募集のご案内の概要 

 ○参加資格（以下の全てを満たす方） 

・「参加承諾書」をご提出いただいた方 

・現在札幌市在住の方（転居等で札幌市外へ転出された方は応募できません） 

・札幌市職員ではない方 

・全３回に出席できる方 

・ワークショップは公開で行い、報道機関による撮影や傍聴者が会場に入ること、参加者個人が

特定できる形で記録を公開する場合があることに承諾いただける方 

 ○謝  礼：クオカード（5,000 円） 

 ○そ の 他 

少しでも多くの方に参加いただけるよう、ワークショップ当日は託児室を設けること、車いす

使用等でお手伝いが必要な場合は対応可能な旨を付記しました。 
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（３）参加者の属性 

 ワークショップ当日の参加者の属性については以下のとおりです。グループ編成については、

年齢や性別、居住区などの属性ができるだけ異なるようバランスに配慮しました。 
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４．ワークショップ開催までの流れとワークショップのプログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 第１回ワークショップ（８月 30 日（日）） 

目的：「札幌市の取組を知ろう」 

説明／札幌市における行政評価の取組や市民参加ワークショップの位置づけに

ついて 

説明／ワークショップの進め方について 

説明／テーマに関しての札幌市の取組について 

ワークショップ／「質問で理解を深めよう」 

質問タイム 

■ 第 2 回ワークショップ（9 月 12 日（土）） 

目的：「札幌市の取組を市民目線で評価しよう」 

説明／前回のワークショップでの回答の補足 

ワークショップ／「市民目線から見た現状と課題」 

ワークショップ／「市民目線で評価する良い点、問題点」 

ワークショップ／「他のグループの話を聞いてみよう」 

ワークショップ／「グループ意見を見直してみよう」 

■ 第 3 回ワークショップ（9 月 26 日（土）） 

目的：「改善の提案などを評価シートにまとめよう」 

ワークショップ／「前回のワークショップの振り返り」 

ワークショップ／「市民目線で提案する改善点、市民の役割」 

ワークショップ／「行政評価シートにまとめよう」 

行政評価の結果発表 

■ 参加者募集のご案内を発送（７月下旬） 

■ 参加申込返送締め切り（８月上旬） 

■ 参加受諾者への参加決定通知発送（８月中旬） 

■ 参加者への事前送付資料発送（８月下旬） 
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Ⅱ. 第１回ワークショップの記録 
 

開催日時：平成 27 年 8 月 30 日（日） 9:30〜12:30 

開催場所：札幌エルプラザ（札幌市北区北８条西３丁目） ４階 大研修室Ａ〜Ｃ 

 

１．プログラム 
 

 第１回ワークショップのプログラムは以下のとおりです。 

 

  

２．第１回ワークショップの目的 

 

【札幌市の取組を知ろう】 

① 参加者にワークショップの目的や進め方、行政評価における位置づけ、結果をどのように施

策や事業に反映しているかなどを理解してもらう。 

② 評価対象施策及び、検討テーマ（論点）、検討テーマに関連する事業内容など議論に必要な

情報を提供し理解を深めてもらう。 

③ 参加者に話しやすい雰囲気を実感してもらい、ワークショップへの参加意欲を持ってもらう。 
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３．行政評価の取組やワークショップについての説明 

 

 「行政評価の取組について」、「ワークショップの進め方について」の説明には、以下の資料

を配布し、スクリーンで投影して説明しました。 

 また、対象とするテーマの説明については、第Ⅶ章にある資料を用いて、各担当部局から説

明を行いました。 
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付箋紙に書かれた意見は、似た内容の意見ごとにまと

め、くくりの言葉をつけていきます。 

他のグループの意見の内容を聞くことで、また新たな

気づきが生まれます。 
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４．ワークショップ「質問で理解を深めよう」 

 

 テーマに関連したこれまでの札幌市の主な取組・施策の説明に対して、グループごとに質問

事項を出し合い、「質問カード」にまとめました。各グループで出された「質問カード」は、類

似の質問は集約し、ホワイトボードに貼り出しました。それぞれの質問について、各担当部局

が回答し、回答内容は模造紙に書き出しました。 

 各テーマの質疑の内容は次のとおりです。このうち、「次回回答」、「補足」、「訂正」は、第２

回のワークショップにおいて回答等がされた内容です。 

 

● 市民がスポーツや健康づくりに親しむ身近な環境づくり 

No 参加者からの質問 札幌市からの回答 

1 

スポーツ実施率が毎年 UP し

ている理由は何か？特に 60

〜70 代が高い理由は？（１

グループ） 

・一般的に 60〜70 代は自由な時間が多く、スポーツ施設に行

っても高齢の方が多いように見える。若い方のスポーツ離

れの問題もある。 

・実施率が上がっている原因としては、日ハム、コンサドー

レ、レバンガ、エスポラーダなど札幌を拠点としたプロス

ポーツチームの活躍の影響が大きい。 

・ウォーキングの実施などにより裾野も広がっている。 

・25年度のウインタースポーツ実施率が前回の 11％から 13％

に増えたのは、ソチオリンピックでの選手の活躍が考えら

れる。 

2 

スポーツ実施状況の夏と冬

の違いは把握しているか？

（１グループ） 

・夏と冬の季節では把握していないが、スポーツの種目（ウ

インタースポーツ）で実施率を把握している。 

・冬場の降雪もあり、冬の実施率は低いものと思われる。 

3 

スポーツ全体の事業予算

は？（スポーツ部）（１グル

ープ） 

・54 億円➡最終的には約 70 億円（市全体予算 8,700 億円） 

・札幌と同じ規模の都市と比較して、多いのか、少ないのか？

→次回回答 

【スポーツ部回答】 

・札幌市の平成 27 年度一般会計予算（補正後）は、約 9,200

億円。（当初予算は約 8,700 億円） 

・このうち、スポーツ関連予算は約 72 億円（0.78％）。これ

は、振興に関する予算と、施設の維持管理に関する予算を

合計したもの。 

・予算編成の違いにより、同じ考え方で他都市の予算と比較

するのは困難だが、内容として、札幌市はウインタースポ

ーツ関連の取組という特色がある一方で、大会への支援や

学校開放事業など、共通した取り組みも見られる。 
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4 

医療費への「貢献」はどの程

度？（１グループ） 

・具体の数値を示すのは難しい。 

【保健所補足】 

  国が都市政策を検討するために実施した都市再構築戦略検

討委員会では、1 万人の 1 日あたりの歩数が 2,000 歩増加

することにより、年間 4 億円の医療費抑制効果が期待でき

ると試算結果が発表されている。 

5 

都市部中心の施策が多い印

象があるが、周辺にはどんな

施策があるのか？（４グルー

プ） 

 

・都心に集中している認識は無いが、スポーツイベントが多

い印象があるのかもしれない。 

・周辺地域のかたが身近に行けるようなスポーツイベントに

ついては把握していない。 

→次回回答 

【スポーツ部回答】 

・各区において、区役所などの主催により、施設や広場など

を活用した様々なイベントが行われている。 

（平成 25 年度 全市で 147 大会） 

・これらの取組について、さらに皆さんに知っていただける

よう、区役所とも連携しながら工夫していきたい。 

6 

障がい者が一般の人と同じ

様にスポーツに参加できて

いるのか、具体的に知りた

い。（１グループ） 

・体育施設のバリアフリー化を進めている。 

・補助の方の利用料金はかからない。 

・障がい者の大会の受け入れ施設を市内で調整している。 

7 

「健康寿命」について、もっ

と具体的に説明を。（２グル

ープ） 

・国の定義では、健康上の問題なく日常生活ができる期間。

・計算の基礎となっている国民生活基礎調査では、個人の主

観的な回答。 

8 

健康運動指導士ってどうい

う人？資格は？（１グルー

プ） 

 

 

→次回資料   

 

【保健所補足】 

・健康運動指導士とは保健医療関係者と連携しつつ安全で効

果的な運動を実施するための運動プログラム作成及び実践

指導計画の調整等を行う役割を担う者。昭和 63 年から厚生

大臣の認定事業として開始され、平成 18 年度からは、公益

財団法人健康・体力づくり事業財団独自の事業として実施。

・登録している健康づくりサポーターの活動は様々であり、

普段はスポーツクラブ、健康づくりセンターやカルチャー

講座での指導、各種団体からの依頼に応じて運動指導を実

施。 

・サポーター派遣時における指導は、ストレッチ体操、筋力

アップトレーニング、ウォーキング指導、あへあほ体操な

ど、派遣希望者からの要望に応じた内容で運動指導を実施。
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9 

スポーツができない理由

は？（きっかけの裏返し？）

（１グループ） 

目標値を達成した指標はあ

りませんでした。その原因は

検証されている？（２グルー

プ） 

・様々な要因がある。（時間がない、車移動など） 

・スポーツ実施率は伸びてはいるが、目標値には届いていな

い。 

【保健所補足】 

・最終評価で、運動をしない理由をアンケートで分析してお

り、若い世代で「時間がない」などの理由が明らかになっ

た。その結果も踏まえた取組の一環として、ウォーキング

推進キャンペーン事業を展開した。 

 

10 

他都市で参考にしたい事例

などはあるか？（４グルー

プ） 

 

 

→次回回答 

【保健所回答】 

○健康ポイント事業（横浜市、岡山市など） 

・ウォーキングや、健診受診などの健康づくりに取り組んだ

際に「健康ポイント」をもらうことができ、ためたポイン

トに応じて賞品をもらえたりする仕組みを作り、市民の健

康づくりを促進している。 

 

【スポーツ部回答】 

・現時点で直接参考にした事例はないが、政令指定都市等の

スポーツ所管部局が集まる会議が毎年定期的に開催されて

おり、その場で情報交換を行っているほか、他都市のスポ

ーツ施設の活用状況を視察して参考にするなどの取組を実

施している。 

11 

「健康づくりセンター」の役

割は何ですか？（認知度は高

いものですか？）（３グルー

プ） 

・市内に３館（中央、東、西区）ある。市民の健康づくりが

目的。 

・H26 年度から要介護の予防が必要な方や、障がいのある方

など、健康づくりの支援が特に必要な方を重視する対象者

として特定し、健康状態の維持、回復、向上までを支援し

ている。 

12 

子どもの時からスポーツの

楽しさや親しむ機会づくり

は？教育委員会との連携は

とれている？（１グループ） 

・H13 年まで教育委員会にスポーツ課があった。今も建物は

教育委員会と同じ場所にあり連携できている。 

・小、中学の先生一人ずつがスポーツ部企画事業課の調査担

当係長としてチームに入っており、教育委員会・学校を通

じた取組は、その先生方と連携して行っている。 

13 

２つの計画の中の「子ども」

とは、何歳から何歳を指す

か。（２グループ） 

・スポーツ推進計画：中学生以下。 

・健康さっぽろ 21（第２次）：すこやか親子 21 は、一般的に

は 18 歳未満。指標で出てくるものでは中学生以下が多い。
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14 

スポーツ推進計画の方針６

にある「札幌の資源」とは具

体的にどんなものをイメー

ジされていますか？（３グル

ープ） 

・豊かな自然、雪、食べ物、文化、芸術など。 

・オリンピックで使われた施設やプロスポーツチームも資源。

15 

高齢者中心の計画に見える

が、子育て世代やフルタイム

で働く人（20 代女子など）

へのアプローチはどう考え

ているのか？何かしている

のか？（４グループ） 

・子育てサロンやサークルに来るお母さん達へ向けて、健康

づくりについて周知を図っている。 

【保健所補足】 

・若い世代への健康づくりを進めていくために、ＳＮＳなど

を利用したアンケートを実施し効果的なアプローチ方法を

検討する予定。 

・若い世代への取組の一つとして、通勤通学を利用した運動

習慣の定着にむけて、地下鉄階段への健康メッセージを表

示。 

 

【スポーツ部補足】 

・現状では、子育て世代やフルタイムで働く人に直接働きか

けることを目的とした効果的な取組についてはまだ検討中

の段階。今後効果的なアプローチを検討していきたい。 

16 

他の施策（子育てなど）との

連携は図られているか？（４

グループ） 

 

 

【保健所補足】 

・「健康さっぽろ２１(第二次)」の取組状況の確認を関連部局

と毎年実施 

・小中学校とは思春期教育での連携はあるが、健康づくりに

特化した連携は今後の課題としたい。 

・上記 15 のとおり、子育て関連課には健康づくり事業の取組

を説明し、利用勧奨や普及啓発を依頼 

17 

全小学校のプール設置率。全

中学校のプール設置率。（２

グループ） 

・７〜８月の土日に各学校のタイミングで開放。200／208 校。

・小学校には全校に設置。中学校はあまりプールの授業が無

く、設置は 9 校。 

18 

「スポーツ」の定義はどの範

囲と捉えて議論したら良い

のか？例えば、室内でのスト

レッチなども入るのか？（２

グループ） 

・スポーツ＝「体を動かすこと全般」 

・意図のある運動として、ストレッチも入る。 

・ スポーツ実施率の対象となるのがスポーツ。 

・スキー、スケート、カーリングは１年に１回以上。 

・冬はグラウンドが使えないなど、北海道は課題がある。 
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19 

企業との連携は具体的にど

んなものがあるのか？（４グ

ループ） 

健康づくり： 

・ウォーキングマップを作成する際には、STV のラジオ番組

でコーナーを取り上げて、中継してもらった。 

・「健康づくり推進協議会」のなかには、商工会議所も入って

いる。 

・３月に連携企業が集まって情報交換会を開催 

スポーツ： 

・「ウインタースポーツ活性化協議会」の場に、スキー場事業

者にラウンドテーブルに参加してもらっている。 

・北海道銀行に協賛金をいただいて、カーリングの普及推進

事業にあてている。 

20 

スポーツを取り巻く課題に

ついて、区ごとに状況が異な

る中、どのような課題があ

り、どのような取組がされて

いるのか？（２グループ） 

・区ごとの施策としては把握していない。 

→次回補足 

【スポーツ部補足】 

・これまでの各区スポーツ推進委員の会議において、それぞ

れの区に特化した課題は今のところ挙げられていない。 

・一方、担い手の高齢化といった共通の課題がある中で、ス

ポーツ施設などの資源を活用しながら、様々な取組が行わ

れている。 

21 

「スポーツ振興基金助成金」

はどのような内容か。（２グ

ループ） 

・国際大会などに出場する市民に補助する。26 年度 57 件。 

・地域で主催する大会や教室に補助する。26 年度 23 件。 

22 

広報が大事だが、どう伝えて

いるのか？特に引きこもり

がちな人にどう情報を届け

る工夫をしているのか？（１

グループ） 

・広報さっぽろ以外では、指定管理者の団体 HP での紹介や各

体育館などでチラシを配架している。 

23 

健康づくりサポーターはど

うやったら参加できるの

か？どう情報発信している

のか？（４グループ） 

サポーター派遣事業は人口

に対して回数が少ない。告知

はどのようにしている？（２

グループ） 

・サポートする専門家は 45 人登録。ホームページや広報さっ

ぽろやチラシで情報発信している。サポートを受けたい人

が増えなければサポーターの活躍の場がないので、十分な

人数が集まっていると認識している。 

・サポートを受けたい人への周知を今後進める必要がある。

事業の周知はチラシよりも口コミが有効と考えている。今

年度は役所内のネットワークを活用し、区の地域振興や子

育て担当の課や保健センターの健康づくり担当等へ事業の

説明をして、町内会や子育てサロン等を通じて様々な世代

に行き渡るようにしたい。 

・H27 年度は 180 回／年の派遣を見込んでいるので、さらに

周知をすすめたい。 
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24 

アンケート 5,000 人は札幌

市の人口に対して適切な数

値なのか？18 歳以上 3,000

人。何人に対して何％の人に

郵送？（２グループ） 

・多くの人に聞いた方が良いが、数が多くなるとその分お金

もかかる。人口に対して適切な数値かどうか、あらためて

調べてみたい。 

→次回補足 

【改革推進部補足】 

・指標達成度調査では、20 歳以上の成人市民 5,000 人にアン

ケートを行っているが、統計学上は標本数（アンケートの

返送数）が 400 件あれば、95％の信頼度が得られるとされ

ている。26 年度は、標本数が 2,002 件あったため、回答の

信頼度は十分満たしている。また、過去の当該調査実績を

踏まえ、400 件を下回らないという安全性の観点から 5,000

人という数値は、適切だと考えている。アンケートを実施

した26年度の20歳以上の人口はおおよそ162万人であり、

約 0.3％に郵送している。 

・市民の運動・スポーツ活動実態調査では、18 歳以上の市民

3,000 人にアンケートを行っている。18 歳以上の人口はお

およそ 163 万人（アンケートを実施した平成 24 年時点）で

あるため、約 0.2％に郵送している。 

25 

「スポーツ元気都市さっぽ

ろ」の達成度をはかる指標は

ありますか？（例、子どもの

運動能力が北海道は低いと

よくテレビでみるが、それを

10 位以内にするなど）（３グ

ループ） 

【スポーツ部補足】 

・現在のところ、スポーツ実施率などスポーツ推進計画に掲

げた指標をもってその達成度をはかることとしており、他

都市との比較については指標に設定していない。 

26 
「目標値」の数字の根拠は？

（４グループ） 

・国の基本計画の目標値 65％（３人に２人）を参考とした。

・各指標の数字の上昇、下降原因は今後検証する必要がある。

27 

ロコモティブシンドローム。

なぜ、目標値が 80％？（２

グループ） 

・国：健康日本 21 で 80％を設定。 

・メタボリックシンドロームという言葉の認知度は 80％を目

標に推進。➡92.7％になった。 

28 

スポーツ推進計画の成果指

標、10 大会はどのような競

技？（２グループ） 

・2015：FIS ノルディックコンバインドワールドカップ。世

界女子カーリング選手権（札幌初）。冬季種目を中心とした

開催を予定。 

・2017：冬季アジア札幌大会、2018：日本スポーツマスター

ズ（札幌初）、2019：ラグビーワールドカップ、2020：オリ

ンピックサッカー予選。 

・冬季種目を中心とした開催を予定。 
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● 市民がウインタースポーツにもっと親しむ環境づくり 

 参加者からの質問 札幌市からの回答 

1 

スポーツ推進計画は市の中でどれくら

い力を入れているの？（マンパワー、

予算が増えているかなど）（５グルー

プ） 

・スポーツを対象とした“部”がある（職員 30 名）。

・スポーツ施設として 38 施設の運営も行っており、

その維持管理を含めると予算も大きい。 

2 

高齢者の健康づくりの視点で、福祉計

画とウインタースポーツの推進の取組

は連携しているか。（５グループ） 

・スポーツ推進計画でも健康づくりを位置づけ、連

携している。 

3 

ウインタースポーツに対する行政施策

のターゲットは？（年齢は 20 代以下な

のか、中高年なのか？トップアスリー

トの育成なのか健康づくりなのか？）

（６グループ） 

・幅広い年代の市民を対象にしており、スポーツ推

進により、まちを盛り上げ、経済の活性化にもつ

ながるようにしていきたい。 

・スポーツをする人を増やす取組を進めている。ト

ップアスリートの育成は競技団体が進めている。

4 

スポーツの定義は？どんなものが対象

か？（スキーだけでなく色々ある。雪

合戦なども含むか？）（６グループ） 

・身体運動全てをいう。雪合戦は含む。 

・雪かきもスポーツと考えられるかもしれない。 

5 

障がいのある人や病気の人がスポーツ

をすることをサポートする体制はある

か。（５グループ） 

・保健福祉計画の障がい者施策と連携している。 

・ハード面の対応として、施設のバリアフリー化を

進めている。 

・パラリンピック誘致に向けて、競技力の向上に向

けた検討を保健福祉部門と一緒に始めた段階。 

6 

札幌のウインタースポーツの環境は本

当に良いのか？カーリングスタジアム

は予約で一杯と聞いている。対人口比、

使い易さ、開館の日数などのバックデ

ータを知りたい。（６グループ） 

・カーリングスタジアムの稼働率は80%。 

7 

世代別に考えた、スポーツの機会を設

けるような取組をしているか。（５グル

ープ） 

・全世代に対してスポーツに対する関心を高めたい

と考えている。特定の世代をターゲットとして考

えた施策は行っていない。 

8 

スポーツ実施率はウインタースポーツ

とギャップが大きい。冬はどういうス

ポーツに取り組んでいるの？冬にウイ

ンタースポーツ以外のスポーツをやっ

ている人が多いということ？調べ方は

同じ？（５グループ） 

・ アンケートで把握している（1,000 名）。調査項

目はスポーツの競技種目と取り組んでいる回数。

・スポーツ実施率は週に１回以上スポーツをする方

に対して、ウインタースポーツの実施率は年に１

回以上ウインタースポーツを実施する方の数字で

出している。 

【訂正】 

（1,000 名）→(平成 26 年度)5,000 名（回収 2,002

名）) 
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9 

小学校でのスキー授業の数やカリキュ

ラムは？（６グループ） 

・小中学校を対象にした施策に力を入れており、小

学校 202 校で 100％実施している。（H13〜26 年度

までずっと 100％） 

・平均年間 10 時間（高学年は２回/年、スキー場に

行っている。） 

10 

中学校の部活動（スキー部など）の数、

データはあるか？（６グループ） 

・ウインタースポーツの部活動はフルシーズン活動

している部はほとんど無く、クラブチームがベー

スになっているが、中学校のスキー部、スケート

部として大会などに出場している。 

・学校単位の身近な取組になると良い。 

11 

小中学校の競技大会はあるか？（競争

も大切）（６グループ） 

 

・中体連にウインタースポーツの大会がある。小学

校にも全国規模の大会がある。 

・小中学校の競技はクラブチームがベースになって

いる。学校単位の身近な取組になると良い。 

12 

スキー授業をサポートする人は、学校

からのニーズが高いのか？インストラ

クター募集の方法は？（５グループ）

・昨年度は中学校 97 校のうち、93 校でスキー学習を

実施した。うち 77 校で申込をもらった。 

・取り組んでいない４校のうち、スケートが 3 校、

グランドでの雪の体育授業が１校。 

 （具体的にどんなことを？→次回回答）。 

・インストラクターは、スキー連盟にお願いして派

遣してもらった。 

【回答】 

 グラウンドでの活動としては、「雪中運動会」を実

施している。 

13 
なぜ指導者派遣に部活を除いている

の？（５グループ） 

・部活に地域の指導者等を派遣する取組は、教育委

員会に別の仕組があるので、すみ分けている。 

14 

「健康づくり」はスポーツだけではな

い。もっと身近な、道具が不要な健康

づくりの方策は無いか？（６グループ）

・ウォーキングなどには区や健康づくりの部でも力

を入れている。 

・ウインタースポーツでは、札幌市で「スノーホッ

ケー」を考案もしたが、より身近なものの検討は

課題。 

15 

ウインタースポーツキャラバン事業

の、身近な公園とは、例えばどこか？

大きい公園だけなのか？（６グループ）

・幼稚園から申込をもらって、その近隣の公園で実

施。 

・「雪に親しむ」をテーマに雪まつり後の大通公園で

も実施した。 

16 親子をターゲットとしてウインタース

ポーツの機会をつくる取組はあるか。

（５グループ） 

・ウインタースポーツキャラバンもその取組の一つ。

・次の世代に繋げていきたいので、親子をターゲッ

トにした施策に力を入れていきたい。 

17 

子どもとトップスポーツ選手との接

点。どういうものを実施しているのか、

していたか。（５グループ） 

・プロの試合に招いたり、直接指導を受けたりでき

るなど直接のふれあいに取り組んでいきたい。 

・「アスリートによる出前教室～ようこそ！ユキセ

ン」事業などもその取組の一つ。 
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 Ⅲ. 第２回ワークショップの記録 
 

開催日時：平成 27 年 9 月 12 日（土） 9:30〜12:30 

開催場所：札幌エルプラザ（札幌市北区北８条西３丁目） ４階 大研修室Ａ〜Ｃ 

 

１．プログラム 
 

 第２回ワークショップのプログラムは以下のとおりです。 

 

 

 

２．第２回ワークショップの目的 

 

【札幌市の取組を市民目線で評価しよう】 

① 検討テーマ（論点）に関して、市民目線から見た現状と課題を話し合う。 

② 課題に対して成果をあげているか、良い点、問題点について市民目線から評価する。 

③ 自分の参加しているグループだけでなく、他のグループの議論のポイントなどを知り、意見

の多様性の理解や気づきを促す。 
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３．ワークショップ「テーマに関して市民目線から見た現状と課題」 
 

 テーマに関して、市民目線から見た現状と課題について、グループで意見を出し合いました。

各グループの記録は次のとおりです。 
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４．ワークショップ「市民目線で評価する札幌市の取組の良い点、問題点」 

 

 テーマに関する事業（配布資料 P46～P56）が成果をあげているか、良い点・問題点を出し合

いました。特に重要だと思った意見や共感した意見に、それぞれシールを３枚貼って投票しま

した（うち１枚はイチ推しシール）。 

 各グループの記録は次のとおりです。なお下線を引いた箇所については、提案になっている

ので第３回ワークショップの意見出しの参考としました。各グループの記録は次のとおりです。 

 （●：シール投票 ❶：イチ推しシール ⇒：関連意見） 

● 市民がスポーツや健康づくりに親しむ身近な環境づくり 

＜１グループ＞            

事業名 良い点 問題点 

スポーツ推進委員   

スポーツ事業促進助成 
  

学校開放事業運営 

・体育館などを借りるのはお金が

かかるので安く借りられるのは

良い 

・身近な施設を利用できるという

のはとても良い。❶● 

＜なかなか予約が取れない＞●● 

・同じグループが同じ曜日・時間帯を

おさえている 

・やりたい人は多いがなかなかとれな

いという話を聞く 

オリンピアンズキャ

ラバン事業 

 ＜授業への派遣をもっと増やしてほし

い＞ 

・町内会や体育振興会などの行事とい

う限られた人数のイベントでなく、

小中学校の授業に、どんどんトップ

アスリートを派遣すべき● 

⇒小さい頃からの意識づけに 

その他 

・1972 年の札幌オリンピックは市民に取って大きな刺激になった。見るス

ポーツとして大きな大会があればさらに良い。●●● 

・ウインタースポーツにかかる費用が高く市民が取組みづらい（リフト券

が高い、ウェアが高い、交通費が高い） 

ウォーキング実践指

導ボランティア研修 

  

市民交流 

ウォーキング大会 

 ・参加人数が少ないのではないか 

（市）あまり大人数で歩くと危険なの

で 300 名を定員としているが、人気

ですぐに定員が埋まってしまう 

⇒もっと回数を増やしても良いので

は？❶●●●● 

・初心者向けウォーキング講習会を開

催して欲しい●●● 
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・ウォーキングを始めたいが体力的に

持つか心配。どこで初心者向けのイ

ベントがあるかの情報が足りない●

●● 

ウォーキング推進 

キャンペーン事業 

・マップはとても良い❶❶❶ 

・ＰCで○○（地区）、ウォーキン

グと検索すれば、各区のマップ

が出てきて便利❶● 

 

健康づくりサポータ

ー等派遣事業 

 ・若い人のグループへの派遣が少ない

のでは？❶❶❶● 

・子育て中のお母さんなどにもっと働

きかけてみてはどうか 

その他 

・万歩計の貸し出しを行ってはどうか？万歩計をつけることでモチベーシ

ョンがアップする。距離等も含め、PC やスマホでデータを検証できる情

報大学では万歩計の貸し出しをやっていた。 

・公園にここまでで◯km などの表示やコース案内があり、コースもきれい

に整備されており歩きやすい 

・自転車とのコースが分かれておらず、怖い所もある 

・信号が少なくウォーキングに適したコース（道路）がもっとあるとよい

 

 

＜２グループ＞              

事業名 良い点 問題点 

スポーツ推進委員 

＜知名度上がる＞● 

・札幌を代表するイベントになり、

知名度が上がる 

＜もっと市民に身近な活動を＞ 

●● 

・身近な地域でもっと活躍する場が

あると良い 

・一般市民が参加しやすいイベント

などにもチカラを入れてほしい 

・委員会の存在自体知らなかった 

・一般市民と繋がり薄く感じる 

・市民が使いやすい身近な歩くコー

スなども必要 

スポーツ事業促進助

成 

＜アスリート育成に重要で、子ども

達に恩恵がある＞❶● 

・アスリート育成に重要 

・ほとんど全ての子どもが恩恵を受

けることが出来る 

＜利用しやすい料金に（特にスキー

場）＞❶●● 

・促進助成。市民プールをさらに安

く 

・小中学生へのスキー利用への補助

＜マンネリ化＞ 

・制度の性格上仕方ないかもしれな

いがマンネリ化していないか 
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＜自然に親しむ視点を含めた事業

支援を＞❶ 

・自然に親しむため白旗山での事業

を続ける 

学校開放事業運営 

＜誰でも利用できる＞●●●●● 

・地域で誰でも利用できる 

・好立地施設の有効活用 

＜プール開放の日数が少ない＞ 

●● 

・日数が少ない（小学校のプール開

放） 

・PTA 管理方式だから？ 

＜運営を継続拡大できるか＞ 

・管理などを継続拡大できるか（深

夜まで、開放頻度など） 

オリンピアンズキャ

ラバン事業 

＜トップアスリートへの興味・関心

につながる＞ 

・小さい頃にトップアスリートと関

わることで、スポーツを続けるき

っかけとなる 

・多くの人に興味関心を持ってもら

える 

＜知名度が低い＞●● 

・イベントの広報が少なく、知るこ

とが出来ない 

・知名度は高くない 

ウォーキング実践指

導ボランティア研修 

 ＜活躍する場が少ない＞● 

・研修での学びを活かす場はウォー

キング大会しかないのか 

・ボランティアの方が活躍する場が

もっと必要なのではないか 

市民交流 

ウォーキング大会 

 ＜回数を増やして、様々な年代が参

加できるように＞●●● 

・年齢層が高く参加しにくい 

・回数を増やすことはできないのか

ウォーキング推進 

キャンペーン事業 

＜身近で取組みやすい＞❶●● 

・毎日目にするため、自然と階段を

使う意識がつく 

＜ウォーキングマップがどこでも

らえるかわからない＞ 

・ウォーキングマップを手にする機

会がないのではないか 

健康づくりサポータ

ー等派遣事業 

 ＜派遣実績が少ない＞ 

・派遣先が少ないのではないか 

その他 

＜ウォーキングは身近で取組みやす

い題材＞❶❶❶❶●● 

・ウォーキングに着目するのは良い 

※ウォーキング関連事業共通 

＜身近に感じられる事業が少ない

＞❶❶❶❶ 

・名前にもなじみが薄い 

・参加しやすいイベントが少ない 

※ウォーキング関連を除く事業全

体 
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＜３グループ＞               

事業名 良い点 問題点 

スポーツ推進委員 

・地域の方向けの気軽な運動イベン

トに協力している❶ 

・学校と連携している方もいる 

・身の回りの委員を知らない❶❶●

スポーツ事業促進助成 

・スポーツをテーマに横に繋がりが

出来る 

 

＜体育協会・スポーツ少年団への加

入のハードルが高い＞❶❶ 

・健康づくりや市民に身近な運動に

対する支援でない❶❶ 

・申請が大変な割に金額が少ない 

・助成や加入条件が厳しい・わかり

にくい●●●●● 

学校開放事業運営 

＜学校は身近な拠点：誰もが使いや

すくすれば可能性がある＞●●●●

●●● 

・開放事業に関わっている団体が地

域の連携づくりをしている 

・近所の人が参加できる 

＜気軽に参加できる印象がない＞

●●●● 

・事前申請や登録が必要 

・申請が大変 

・『特別な団体』だけが使えるとい

う意識 

・仕事時間と重なり利用できない 

オリンピアンズキャ

ラバン事業 

＜『本物』に会える＞❶❶❶●●● 

・地域レベルの健康づくりやスポー

ツイベントで活用できる点が魅力 

・活用しないともったいない 

＜知らない＞ 

・活用の機会がわからない 

・どこで誰が利用しているのか 

・市から体育振興会に情報提供して

いるようだが、うまく伝わってい

ない。 

・実績 10 回は少ない 

ウォーキング実践指

導ボランティア研修 

・市民による運営を継続するために

開催しやすい運営方法のバリエーシ

ョンを研修するとよい❶ 

・正しい歩き方を学べるとよい 

・受講者４３１人は少ないのではな

いか 

・受講者が少な過ぎるのにいつまで

も予算を付けてやるのか 

市民交流 

ウォーキング大会 

＜市民主体のウォーキング＞●● 

・今後、自主的に継続的に行うため

には運営が大変でない方法を 

＜ウォーキングだけがスポーツで

はない＞● 

・参加者３００人は少ないのではな

いか 

ウォーキング推進 

キャンペーン事業 

＜好き・わかりやすい＞ 

・テーマごとにマップがあればよい

（ベビーカールートなど）❶❶●● 

・マップづくりコンテストがあれば

❶●● 

・健康を意識するきっかけになる 

＜マップが知られていないのが残

念＞❶❶●● 

・紙媒体でしかやっていないのがと

てももったいない 

・アプリとか 
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健康づくりサポータ

ー等派遣事業 

 ＜食事についてもっと取り上げた

らいいのでは＞●● 

・食事の改善アドバイスを充実させ

る必要 

その他 ・スポーツや健康づくりに関する事業を重点的に進めている印象がない●

 

＜４グループ＞               

事業名 良い点 問題点 

スポーツ推進委員 

・委員がいることにより様々な企画

が成り立っている❶● 

＜市民に知られていない＞ 

・情報がなかなか伝わってこない 

・若い人が少ない 

・人が足りていない 

＜学生との連携が重要＞ 

・大学とコラボし、スポーツ学科の

学生に単位を与える❶●●●●

●● 

スポーツ事業促進助成 
  

学校開放事業運営 

・多くの人が活用している 

・スポーツに興味のある人は活用し

ている● 

＜そもそも場所は足りているのか

＞ 

・申込が面倒であり、借りられる場

所が抽選で遠方だと困る❶❶❶

●● 

・学校の校庭も借りられると良い 

・特定の方が使ってしまっている印

象がある❶● 

オリンピアンズキャ

ラバン事業 

＜継続してほしい＞ 

・プロの選手に触れる機会は必要❶

● 

 

・スキージャンプなどやや特殊な競

技の誘致が難しそう❶● 

・特殊な競技選手に興味を持ってく

れる子どもを掘り起こす為の事

業展開ができるとよい❶ 

ウォーキング実践指導

ボランティア研修 

 ・若い世代の参加が少ない（若い人

はウォーキングをやりたいのか）

市民交流 

ウォーキング大会 

ウォーキングを通じて各区を知れて

よい❶●● 

・歩いたコースをパンフレットや HP

にして普及するとより良い❶● 

＜もっと普及を＞ 

・人気があるため、回数を増やした

りコースを普及させるなど、もっ

と事業が拡大すると良い 

・大会中にウォーキング方法を学べ

ると良い 

・申込が先着だと同じ人ばかり参加

してしまう● 

・市と区の連携を強化する 
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・参加した人の体験談を聞く、読め

るようになると普及する 

ウォーキング推進 

キャンペーン事業 

・階段のカロリー表示はとても良い

取り組み❶❶●●● 

・全ての階段に設置してあると嬉し

い 

・情報の内容がそのままだと飽きて

しまう● 

・まち中にマップと連携してカロリ

ー表示があるとよい●●●● 

健康づくりサポータ

ー等派遣事業 

＜良い取り組み＞ 

・もっと伸ばしてほしい❶● 

・周知されていないのがもったいな

い● 

・町内会自体が取り組みを知らない

のではないか 

・サポーターの登録人数などを上げ

ていってほしい 

その他 

・札幌マラソンは助成が出ても参加費が５０００円と高め。もっと安くし

た方が良い。 

・札幌マラソンは興味があってもなかなか出られない。2 回開催し、１回

は市民のみにしてはどうか 
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● 市民がウインタースポーツにもっと親しむ環境づくり 

＜５グループ＞                

事業名 良い点 問題点 

ノルディックスキー

札幌大会記念ウイ

ンタースポーツ活

性化事業 

・毎年実施による底辺の拡大につな

がる 

・他県にアピールになっている 

・市立学校ウインタースポーツ体験

支援事業を通じ体験機会が増えた 

・市立学校ウインタースポーツ体験

支援事業でスキー学習に専門指導

者が指導に参加するのは良い❶ 

・指導団体をまとめる上で市が声か

けをしているのは良い● 

 

 

 

 

 

・オリンピック選手の活用が少ない

のではないか● 

・モデル事業導入の牽引効果は無か

ったのではないか 

⇒（市）カーリングの体験が学校の

授業につながったり、「アスリー

トによる出前教室～ようこそ！

ユキセン」事業がオリンピアン派

遣につながった 

・魅力発信、PR はたぶん十分では

ない。広報誌だけでは不十分、工

夫が必要 

・ウィンタースポーツは札幌のブラ

ンディングの一つ❶●● 

・コンテンツの質や満足度が高けれ

ば、広まっていくのでは 

・探検ツアーなど、スポーツ施設の

PR は役だったのか？❶ 

・ウインタースポーツミュージアム

に子どもたちにもっと行っても

らう必要がある 

・オリンピックが行われたことを知

らない子どももいる。●● 

・親、大人のニーズの吸い上げも必

要❶ 

・子どもをウインタースポーツにか

かわらせるには、大人も楽しめる

環境が必要● 

・歩くスキー体験やスポーツキャラ

バンなど、身近な環境で雪に親し

む取組は、ステップアップなどが

あれば次につながるのでは 

・イグルーづくりや雪あそびなど、

もっと雪に親しむ工夫ができる

かも❶ 

⇒（市）別の事業の中で、雪かきを

冬休みにどれだけやったかを表

彰している。❶ 

・雪遊びなどの指標化、スポーツ化

をするとおもしろいかも 
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地域スポーツマスタ

ー活用事業 

・資格にこだわらずボランティア指

導者になってもらっている❶ 

 

・ボランティア指導者はきちんと集

まっているのか 

⇒（市）PR 不足なのか人が十分に

集まっていない 

・ボランティアは学校が率先して集

めた方がいいのではないか● 

・市よりも地域でボランティア募集

に取組む方が広がりが出るので

はないか● 

カーリング普及事業 

 ・アピールが足りない（道具、会場

使用料等） 

・カーリング施設をもう少し増やし

てはどうか❶● 

・講習会を多くしては 

・毎年の成果の経年変化を知りた

い。年齢別などデータを取って今

後に活かしては● 

その他 

・評価をするにあたり、「何をしたか」ではなく「どういう成果が出てい

るか」を知らないと、判断できない 

・成果をとらえるうえで、アンケートや経年変化は把握しているのか● 

・市民に身近な区役所と一緒に計画をつくるべきではないか 

 

 

＜６グループ＞                  

事業名 良い点 問題点 

 ・無料体験、出前体験の取組みが良

い 

 

・剰余金はいつか尽きる（スポンサ

ーをとると良い） 

・ウインタースポーツキャラバンの

予算 200 万円／年は少ないので

はないか 

地域スポーツマスター活

活用事業 

・指導資格が無くてもマスターにな

れるハードルの低さは良い 

・スポーツだけでなく、「遊びマス

ター」がいると良い❶● 

カーリング普及事業 

・遅まきながら、通年型のカーリン

グ場を建設したことは評価できる

●● 

・５シートしかないカーリング場は

小さい● 

・夏は氷の維持が高コストとなる

（代替として、リチウム電源のホ

バークラフトを用いてはどうか）

ノルディックスキー

札幌大会記念ウイン

タースポーツーツ活

性化事業 
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その他 

・体験していない事業なので評価できない。評価にあたっては、各事業への

参加者の意見をもらった方が良い❶● 

・スポーツの専門的側面に偏った施策展開に留まっているため、もっと一般

の人が取組み易い施策を実施してほしい●●●● 

・施設のランニングコストが高い（行政が管理すると高コストなので、民営

化すると良い） 

・札幌出身のオリンピックのメダリストは２人しかいない。その１人である

里谷多英選手に注目し、モーグルやフリースタイルスキーの環境を充実さ

せてはどうか❶❶❶ 

・ウインタースポーツの推進には、冬期の外出のハードルを下げる工夫が必

要（除雪などによるアクセス改善、無料送迎バスなど）❶❶ 

・シャワー室など、施設のアフター設備の整備が必要❶ 
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 Ⅳ. 第３回ワークショップの記録 
 

開催日時：平成 27 年 9 月 26 日（土） 9:30〜12:30 

開催場所：札幌エルプラザ（札幌市北区北８条西３丁目） ４階 大研修室Ａ〜Ｃ 

 

１．プログラム 
 

 第３回ワークショップのプログラムは以下のとおりです。 

 

  

２．第３回ワークショップの目的 

 

【改善の提案などを評価シートにまとめよう】 

① 検討テーマ（論点）に関して、市民目線から見た改善提案と市民の役割を話し合う。 

② 第２回と第３回のワークショップの結果を「行政評価シート」にまとめる。 

③ 各グループの行政評価の結果を発表し共有する。 
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３．ワークショップ「市民目線で提案する改善点、市民の役割」 

 

 前回のワークショップでまとめたテーマに関連する事業の問題点をふまえて、どのように改

善したら良いかの提案を出し合いました。さらに協働のまちづくりの視点から、テーマに関し

て市民が果たす役割についての提案を出し合いました。各グループの記録は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 32
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４．ワークショップ「行政評価シートにまとめよう」 

 

 グループごとに話し合われた、事業の提案（改善提案、市民の役割）について「行政評価シ

ート」にまとめ、その内容を発表して参加者とテーマに関係する市職員で共有しました。 

 各ブループの行政評価シートの内容は次のとおりです。 
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 37



 38



 39
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 Ⅴ. 参加者アンケートのまとめ 

 

 ワークショップ終了後に記入いただいた参加者アンケートの結果は、以下のとおりです。 

（アンケート回収数 テーマ①:25、テーマ②:8） 

 

（１）今回、市民参加ワークショップに参加する事を決めた理由は何ですか？あてはまるもの全てに○

をつけてください。 

 

    

（２）今回の市民参加ワークショップの設定について、どのように感じられましたか？５段階のうちあて

はまるもの一つに○をつけて下さい。 

（２）-１ 回数について               

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）-２ 議論の時間について 

 

 

 

 

 

 


